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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための、ユーザ機器(UE)によって実行される方法であって、
　スロットフォーマットインジケータ(SFI)について制御チャネルを監視するためのデフ
ォルトの監視周期を特定するステップと、
　受信されたSFIに少なくとも一部基づいて、前記SFIについて前記制御チャネルを監視す
るための動的な監視周期を特定するステップと、
　前記動的な監視周期に少なくとも一部基づいて、前記SFIについて前記制御チャネルを
監視するステップとを備え、
　前記動的な監視周期が、前記デフォルトの監視周期より長い、方法。
【請求項２】
　第1の監視機会の間に、前記デフォルトの監視周期に少なくとも一部基づいてスロット
の第1のセットと関連付けられる前記SFIを復号するステップと、
　スロットの前記第1のセットの中のスロットの数に少なくとも一部基づいて、第2の監視
機会を特定するステップと、
　前記第2の監視機会の間に、スロットの第2のセットと関連付けられる前記SFIについて
前記制御チャネルを監視するステップとをさらに備え、
　スロットの前記第2のセットが、スロットの前記第1のセットの後の次のスロットを備え
る、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記動的な監視周期と関連付けられない監視機会の間に前記制御チャネルを監視するの
を控えるステップをさらに備える、請求項1または2に記載の方法。
【請求項４】
　前記デフォルトの監視周期と関連付けられる1つまたは複数の監視機会を取り消すステ
ップをさらに備える、請求項1または2に記載の方法。
【請求項５】
　前記動的な監視周期と関連付けられる監視機会の間に前記SFIを復号し損ね得るステッ
プと、
　前記動的な監視周期を示す第2のSFIが受信されるまで、前記デフォルトの監視周期に少
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なくとも一部基づいて前記SFIについて前記制御チャネルを監視するステップと、
　前記動的な監視周期を示す第2の受信されたSFIに少なくとも一部基づいて、前記SFIに
ついて前記制御チャネルを監視するステップとをさらに備える、請求項1～4のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項６】
　前記デフォルトの監視周期を示す制御シグナリングを受信するステップをさらに備え、
　前記制御シグナリングが、セル固有の無線リソース制御(RRC)シグナリングまたはユー
ザ機器(UE)固有のRRCシグナリングを備える、請求項1～5のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記SFIが、1つまたは複数のスロットのためのシンボルが、アップリンク通信のために
構成されるか、ダウンリンク通信のために構成されるか、または予備であるかを示し、
　前記制御チャネルがグループ共通物理ダウンリンク制御チャネル(GC PDCCH)を備え、
　前記動的な監視周期を特定する前記ステップが、前記受信されたSFIにおいて前記動的
な監視周期の指示を受信するステップを備える、請求項1～6のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器(UE)の装置であって、
　スロットフォーマットインジケータ(SFI)について制御チャネルを監視するためのデフ
ォルトの監視周期を特定するための手段と、
　受信機を介して、受信されたSFIに少なくとも一部基づいて、前記SFIについて前記制御
チャネルを監視するための動的な監視周期を特定するための手段と、
　前記動的な監視周期に少なくとも一部基づいて、前記SFIについて前記制御チャネルを
監視するための手段とを備え、
　前記動的な監視周期が、前記デフォルトの監視周期より長い、装置。
【請求項９】
　第1の監視機会の間に、前記デフォルトの監視周期に少なくとも一部基づいて、スロッ
トの第1のセットと関連付けられる前記SFIを復号するための手段と、
　スロットの前記第1のセットの中のスロットの数に少なくとも一部基づいて、第2の監視
機会を特定するための手段と、
　前記第2の監視機会の間に、スロットの第2のセットと関連付けられる前記SFIについて
前記制御チャネルを監視するための手段とをさらに備え、
　スロットの前記第2のセットが、スロットの前記第1のセットの後の次のスロットを備え
る、請求項8に記載の装置。
【請求項１０】
　前記動的な監視周期と関連付けられない監視機会の間に前記制御チャネルを監視するの
を控えるための手段をさらに備える、請求項8または9に記載の装置。
【請求項１１】
　前記デフォルトの監視周期と関連付けられる1つまたは複数の監視機会を取り消すため
の手段をさらに備える、請求項8または9に記載の装置。
【請求項１２】
　前記装置が、前記動的な監視周期と関連付けられる監視機会の間に前記SFIを復号し損
ね、前記装置は、
　前記動的な監視周期を示す第2のSFIが受信されるまで、前記デフォルトの監視周期に少
なくとも一部基づいて前記SFIについて前記制御チャネルを監視するための手段と、
　前記動的な監視周期を示す第2の受信されたSFIに少なくとも一部基づいて、前記SFIに
ついて前記制御チャネルを監視するための手段とをさらに備える、請求項8～11のいずれ
か一項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記デフォルトの監視周期を示す制御シグナリングを受信するための手段をさらに備え
、
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　前記制御シグナリングが、セル固有の無線リソース制御(RRC)シグナリングまたはユー
ザ機器(UE)固有のRRCシグナリングを備える、請求項8～12のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記SFIが、1つまたは複数のスロットのためのシンボルが、アップリンク通信のために
構成されるか、ダウンリンク通信のために構成されるか、または予備であるかを示し、
　前記制御チャネルがグループ共通物理ダウンリンク制御チャネル(GC PDCCH)を備え、
　前記動的な監視周期を特定することが、前記受信されたSFIにおいて前記動的な監視周
期の指示を受信することを備える、請求項8～13のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって
、前記コードが、ユーザ機器(UE)の装置のプロセッサによって、
　スロットフォーマットインジケータ(SFI)について制御チャネルを監視するためのデフ
ォルトの監視周期を特定し、
　受信されたSFIに少なくとも一部基づいて、前記SFIについて前記制御チャネルを監視す
るための動的な監視周期を特定し、
　前記動的な監視周期に少なくとも一部基づいて、前記SFIについて前記制御チャネルを
監視する
　ように実行可能な命令を備え、
　前記動的な監視周期が、前記デフォルトの監視周期より長い、非一時的コンピュータ可
読記憶媒体。
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